
 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―１ 科目名 学びへの招待 

 
大 学 名 長崎大学 

担 当 教 員 

①生命の連鎖‐太陽、有機化合物、バイオテクノロジー‐        太田 博道 （長崎県立大学 学長） 

   ※①のみ開講時間が変更になっています（１７：３０～１９：００） 

②学生時代そして研究の遍歴                     中尾 充宏 （佐世保工業高等専門学校 校長）

③学校での学び                           橋本 健夫 （長崎大学 副学長） 

④生涯学び続け、自己実現を                     江副 功  （長崎女子短期大学 学長） 

⑤環境温度とヒトの生理機能‐暑さ・寒さに対する適応‐        田井村 明博（長崎大学 副学長） 

⑥鎮西学院と宮崎滔天、梅屋庄吉                   森 秦一郎 （長崎ウエスレヤン大学 学長）

⑦歯周病について                          中山 浩次 （長崎大学 副学長） 

⑧福祉…共に役割を担う時代                     潮谷 義子 （長崎国際大学 学長） 

⑨次世代育成力を問う 子ども・若者支援の現状と課題         安部 恵美子（長崎短期大学 学長） 

⑩ソヴール・カンドウと日本                     荒木 慎一郎（長崎純心大学 人文学部長） 

⑪ビジュアル化による生命の理解 ‐ダ・ヴィンチに学ぼう‐      小路 武彦 （長崎大学 副学長） 

⑫人類はいかに感染症を克服できるか？                 

～長崎における成人Ｔ細胞白血病ウイルス感染症予防事業を中心に～  片峰 茂  （長崎大学 学長） 

⑬外国語を学ぶ意義                         石川 昭仁 （長崎外国語大学 学長） 

⑭リベラルアーツの再考                       野々村 昇 （活水女子大学 院長） 

⑮船酔いと船体動揺                         貴島 勝郎 （長崎総合科学大学 学長） 

 

※担当講師については変更の可能性もあります。  

 

単 位 数  ２単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・前期 

開 講 期 間 平成２３年 ４月 ８日（金）～ 平成２３年 ７月２２日（金） 

開 講 時 間 １６時３０分～１８時００分（９０分）「毎週 金曜日」 授 業 定 員 ９０人 うち単位互換定員 ９０人 

履 修 年 次 １年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法  

試験・評価方法 レポートと授業の参加の程度を評価します。 開 講 場 所 出島交流会館２階 等 

その他の特記事項 佐世保、諫早等の遠隔地については、インターネット配信が可能です。 

連 絡 先 長崎大学学生支援部教育支援課 ０９５－８１９－２１８５（ＦＡＸ：０９５－８１９－２０７３） 
 

科 目 内 容 
 

「学問」というと、とても堅苦しく、難しいものであると感じてしまう人も多いと思いますが、「学ぶ」ということは決して難しいことではなく、

また、学ぶことによって人は新たな視点を見出し、成長していきます。本講義は「学び」を共通のテーマとして、様々な方面から学ぶことの楽しさ

やきっかけを提供するオムニバス形式の講義です。講師陣には橋本健夫長崎大学副学長をコーディネーターとして長崎県内の各大学長等を招き、各

専門分野より幅広い知識と教養を皆さんにお届けします。 また、佐世保、諫早等の遠隔地については、インターネット配信が可能ですので、より

多くの方が受講されることを希望します。 
 

 



 
 
 
 

 

科 目 番 号	
 Ａ‐２	
 科 目 名	
 食と健康を科学する	
 
 

大 学 名	
 長崎県立大学シーボルト校	
 

担 当 教 員	
 

①	
 ４月１３日	
 サプリメントとは何か？その上手な活用法は？	
 	
 奥	
 恒行	
 	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

②	
 ４月２０日	
 大豆と日本人	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 古場	
 一哲	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 	
 

③	
 ４月２７日	
 食育からさぐる健やかに活きるための食事学	
 	
 	
 武藤	
 慶子	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

④	
 ５月１１日	
 栄養疫学を知る	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 正木	
 基文	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

⑤	
 ５月１８日	
 人の食事・食生活を考える	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 西明	
 眞理	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

⑥	
 ５月２５日	
 子どもの食事が欧米化してるって、本当?	
 	
 	
 	
 	
 久木野	
 憲司（栄養健康学科	
 教授）	
 

⑦	
 ６月	
 １日	
 食と運動のエネルギーコントロール	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 綱分	
 憲明	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

⑧	
 ６月	
 ８日	
 ビタミン学入門	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 駿河	
 和仁	
 （栄養健康学科	
 准教授）	
 

⑨	
 ６月１５日	
 ヒトと微生物のかかわり	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 上田	
 成一	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

⑩	
 ６月２２日	
 コーヒーと生活習慣病	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 大曲	
 勝久	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

⑪	
 ６月２９日	
 	
 メタボリックシンドロームと生活習慣病	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 森田	
 茂樹	
 	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

⑫	
 ７月	
 ６日	
 身の回りの水について	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 樋口	
 才二	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 

⑬	
 ７月１３日	
 一人一人のための栄養学	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 四童子	
 好廣（栄養健康学科	
 教授）	
 

⑭	
 ７月２０日	
 お酒と料理の相性について	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 冨永	
 美穂子（栄養健康学科	
 准教授）	
 	
 

⑮	
 ７月２７日	
 食事の脂肪と健康	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 田中	
 一成	
 （栄養健康学科	
 教授）	
 	
 

	
 

単 位 数	
 ２単位	
 教養・専門の別	
 教養	
 開講形態	
 コーディネート科目・前期	
 

開 講 期 間	
 平成２３年	
 ４月１３日（水）	
 ～	
 平成２３年	
 ７月２７日（水）	
 

開 講 時 間	
 １８時３０分～２０時００分（９０分）「毎週水曜日」	
 	
 授業定員	
 ９０人	
 うち単位互換定員	
 ９０人	
 

履 修 年 次	
 １年次以上	
 実習費等	
 なし	
 選考方法	
 書類選考	
 

試験・評価方法	
 出席・レポート等により総合的に行う。	
 開講場所	
 出島交流会館２Ｆ	
 

その他の特記事項	
 	
 

連 絡 先	
 長崎県立大学シーボルト校	
 学生支援課	
 ＴＥＬ０９５‐８１３‐５０６５	
 ＦＡＸ０９５‐８１３‐５２２２	
 
 

科 目 内 容	
 
 

食と健康をテーマに栄養科学、食品科学、健康科学の領域に関する話題を提供します。	
 

	
 

 
 
 

 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―３ 科目名 比較文化論への招待 

 
大 学 名 長崎純心大学 

担 当 教 員 

 

① 海を渡った江戸の暮らし シーボルト・コレクションの研究から（宮坂 正英  本学比較文化学科教授） 

② 漢詩を歌ふ 音楽と文学の融合点から            （石井 望   本学比較文化学科准教授） 

③ 尖閣諸島を読む 漢文教育の立場から            （石井 望   本学比較文化学科准教授） 

④ 日本最古の文章 法隆寺金堂薬師仏光背銘から        （椎葉 富美  本学比較文化学科准教授） 

⑤ スペインの祭り 西洋文化史入門              （浅野 ひとみ 本学比較文化学科准教授） 

⑥ 南蛮屏風の世界 日本文化史の視点から           （片岡 瑠美子 本学比較文化学科教授） 

⑦ 衣服と権力 社会人類学の視点から①            （小林 勝   本学比較文化学科教授） 

⑧ 衣服と権力 社会人類学の視点から②            （小林 勝   本学比較文化学科教授） 

⑨ キリシタン史再考 比較思想史の視点から          （宮﨑 賢太郎 本学比較文化学科教授） 

⑩ 長崎の若者言葉 言語学の視点から             （渡辺 やす子 本学比較文化学科教授） 

⑪ 馬賊 文学と歴史から①                  （長野 秀樹  本学比較文化学科教授） 

⑫ 馬賊 文学と歴史から②                  （長野 秀樹  本学比較文化学科教授） 

⑬ 愛について 倫理学からの考察               （島田 佳代子 本学比較文化学科准教授） 

⑭ 幸福の話をしよう 倫理学からの考察            （島田佳代子  本学比較文化学科准教授） 

⑮ 原爆投下をどう教えるか？ アメリカとドイツの教育現場から （荒木 慎一郎 本学比較文化学科教授） 

単 位 数    単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・前期 

開 講 期 間 平成２３年４月１４日（木）～平成２３年７月２８日（木） 

開 講 時 間 １８時３０分～２０時００分（９０分）「毎週木曜日」 授 業 定 員 ５０人 うち単位互換定員 人 

履 修 年 次 １年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 出席状況及びレポート（初回に課題を指示）による総合評価 開 講 場 所 出島交流会館２階 

その他の特記事項 教材は全て当日配布 

連 絡 先 長崎純心大学教務課 ＴＥＬ０９５－８４６－００８４／ＦＡＸ０９５－８４９－１６９４ 
 

科 目 内 容 
 

長崎は周知の通り古くから国際港として栄え、異文化交流が盛んな土地柄でした。本学ではそのような地域の特性を生かした研究領域として 

比較文化研究がおこなわれています。輪講形式で進められる講義を通じて、長崎をはじめ世界各地の文化の多様性や豊かさを知っていただくのが 

狙いです。 

 

 
 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―４ 科目名 キャリアデザイン入門‐自分を知り、社会を知ろう‐ 

 
大 学 名 長崎大学 

担 当 教 員 

１ 担当教員 
長崎大学副学長の橋本健夫教授、心理学教官、カウンセラー教員及び元長崎大学教授で一般社団法人若者自立支援長崎ネットワ

一ク代表の浜民夫氏とそのスタッフのキャリアカウンセラ一の先生方、産業界の先輩たち 

２ 日程 

【事前講義】  担当：橋本先生、浜先生 

[５月２８日（土）１０時～１２時］ 

合宿研修を行うにあたっての心構えおよび注意事項の説明。体操服と室内シュ－ズ持参。 

事前課題（自己課題の発見・自己のキヤリアデザインを描こう）についての講義。 

【合宿研修】 

[６月４日（土）] 

①  午前９時 チャ一タ一バスにて長崎大学文教キャンパス出発 

車中でオリエンテ一ションとキャリアデザインに関するビデオの鑑賞 担当：浜先生 

②   午前１１時３０分 長崎大学島原共同研修センタ一到着 

   昼食準備、昼食、部屋割り 担当：浜先生 

③  午後１時 自己分析（心理テスト） 担当：心理学教官、カウンセラー教員 

④  午後３時 社会状況の理解（企業の人材戦略）とキヤリアデザインの再点検  担当：浜先生 

⑤  午後５時 夕食と入浴  

⑥  午後７時 ナイトセッション‐夢を語る‐ 担当：橋本先生、浜先生、田中先生 

⑦  午後１０時 就寝 

[６月５日（日）]  担当：浜先生及びスタッフの方 

⑧  午前７時 朝食と散歩 

⑨  午前９時 スポ－ツで集団行動・団体行動を学ぼう 

⑩  午後１時 作成したキャリアデザインの発表、事後講義のための宿題 

⑪  午後３時 長崎大学島原共同研修センタ一 チャ一タ一バスにて出発 

⑫  午後５時 長崎大学文教キャンパス到着 解散 

【事後講義】 担当：浜先生 

[６月１１日（土）１０時～１２時] 

合宿研修を終えての報告会等 

単 位 数  ２ 単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・集中 

開 講 期 間 平成２３年 ６月 ４日（土） ～ 平成２３年 ６月 ５日（日） 

開 講 時 間 上記のとおり  授 業 定 員 １００人 うち単位互換定員 人 

履 修 年 次 １年次以上 実 習 費 等 有り 選 考 方 法  

試験・評価方法 レポートと授業の参加の程度を評価します。 開 講 場 所 長崎大学島原共同研修センター 

その他の特記事項 
事前講義・事後講義については長崎大学の講義室で行う予定です。遠隔地の学生については、録画配信を視聴するこ

とも可能です。詳しくは事務へお問い合わせください。 

連 絡 先 長崎大学学生支援部教育支援課教育支援班 ＴＥＬ：095-819-2075 ＦＡＸ：095-819-2073 
 

科 目 内 容 
 

キャリアを考えるにあたって重要となるのは、自己分析であり、自己能力の開発である。 

本授業においては、自己を知ることの大切さと自己分析の方法を学び、社会の要請に添った自己改善を図るとともに自分にマッチングするキャリア

を考える。 

事前講義では、まず自分が希望する職業の動向を知るとともに、それに向けた資質能力を考える。それをもとに宿泊授業を行い、自己を十分に分析

したのちに、将来のキャリアを構築する。 
 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―５ 科目名 在宅療養支援の実際を知り多職種連携を考える 

 
大 学 名 長崎大学 

担 当 教 員 

 

１． 担当教員 

中嶋幹郎（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授） 他 

２． 合宿日程 

【9月2日（金）】 

1. 午前8時50分：長崎大学文教キャンパスに集合 

2. 午前9時00分～午前12時00分：オリエンテーション 

3. 午後1時～午後5時：実習施設による体験学習（午後5時までに長崎大学へ集合） 

4. 午後5時～午後5時30分：宿泊施設へ移動 

5. 午後5時30分～午後7時30分： 夕食と入浴 

6. 午後7時30分～午後9時：体験学習のまとめ（グループ、個人） 

7. 午後9時～午後10時：体験学習の学びの共有、グループとしての発表テーマの決定 

8. 午後10時30分：就寝 

【9月3日（土）】 

9. 午前7時：起床 

10. 午前7時30分～午前8時30分：朝食と散歩 

11. 午前8時30分～午前9時：体験学習の学びの振り返り 

12. 午前9時～午前12時：グループワーク、ポスター作成 

13. 午前12時～午後1時：昼食 

14. 午後1時～午後1時30分：グループワーク発表準備 

15. 午後1時30分～午後3時：学習報告会 

16. 午後3時～午後4時：グループ内情報交換 

17. 午後4時～午後4時30分：まとめ・振り返り 

18. 午後4時30分～午後5時：長崎大学文教キャンパスへ移動後、解散 

 

単 位 数  1 単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・前期 

開 講 期 間 平成23年9月2日（金）～平成23年9月3日（土）：一泊二日の合宿型 

開 講 時 間 上記のとおり  授 業 定 員 40人 うち単位互換定員 40人 

履 修 年 次 1年次以上 実 習 費 等 あり 選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 出席・レポート・成果発表などにより総合評価 開 講 場 所 長崎大学 等 

その他の特記事項 医療・保健・福祉・介護等の学科を専攻している学生に限る。 

連 絡 先 長崎薬学・看護学連合コンソーシアム推進センター事務局 TEL：095-819-2460 FAX：095-819-2460 
 

科 目 内 容 
 

本講座は、長崎薬学・看護学連合コンソーシアムが開講する大学間連携による参加型の実習科目である。本実習は、医療・保健・福祉・介護等の

大学・学部間の垣根を越えて、地域の訪問看護ステーション、調剤薬局、クリニックの施設担当者とともに在宅療養者宅への同行を行うことを通し、

在宅療養支援の実際を知ることで多職種連携を考えることを目的にしている。また、グループによる共同作業や共同生活を通して、他職種との

連携の重要性を体験することで、今後の学習に対する動機づけを行う。受講者が在宅療養支援に携わるそれぞれの職種の職能を理解し、超高齢

社会における在宅療養を支援していく上で、本実習の受講は有益である。 
 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―６ 科目名 考えよう！自分のキャリアデザイン 

 
大 学 名 長崎大学 

担 当 教 員 

１ 担当教員 
長崎大学の副学長の橋本健夫教授、元長崎大学教授で一般社団法人若者自立支援長崎ネットワ一ク代表の浜民夫氏とそのスタッ

フのキャリアカウンセラ一の先生方、産業界の先輩たち 

２ 日程 

【事前講義】 

[１１月５日（土）１０時～１２時］ 

合宿研修を行うにあたっての心構えおよび注意事項の説明。事前課題についての講義。 

【合宿研修】 

[１１月１２日（土）] 

①  午前９時 チャ一タ一バスにて長崎大学文教キャンパス出発 

車中でオリエンテ一ションとキャリアデザインに関するビデオの鑑賞 

②  午前１１時３０分 長崎大学島原共同研修センタ一到着 

   昼食準備、昼食、部屋割り 

③  午後１時 キャリアデザイン① 

④  午後３時 キャリアデザイン② 

⑤  午後５時 夕食と入浴  

⑥  午後７時 ナイトセッション 

⑦  午後１０時 就寝 

[１１月１３日（日）] 

⑧  午前７時 朝食と散歩 

⑨  午前９時 スポ一ツ大会 

⑩  午前11時30分 表彰式と昼食 

⑪  午後1時 キャリアデザイン③ 

⑫  午後2時 振り返り表の作成(レポ一ト) 

⑬  午後3時 長崎大学島原共同研修センタ一 チャ一タ一バスにて出発 

⑭ 午後5時 長崎大学文教キャンパス到着 解散 

【事後講義】 

[１１月２３日（水）１０時～１２時] 

合宿研修を終えての報告会等 

単 位 数  ２ 単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・集中 

開 講 期 間 平成２３年１１月１２日（土） ～ 平成２３年１１月１３日（日） 

開 講 時 間 上記のとおり  授 業 定 員 １００人 うち単位互換定員  

履 修 年 次 １年次以上 実 習 費 等 有り 選 考 方 法  

試験・評価方法 レポートと授業の参加の程度を評価します。 開 講 場 所 長崎大学島原共同研修センター 

その他の特記事項 
事前講義・事後講義については長崎大学の講義室で行う予定です。遠隔地の学生については、録画配信を視聴するこ

とも可能です。詳しくは事務へお問い合わせください。 

連 絡 先 長崎大学学生支援部教育支援課教育支援班 ＴＥＬ：095-819-2075 ＦＡＸ：095-819-2073 
 

科 目 内 容 
 

この授業の目的は、雲仙普賢岳を望む広大な自然に囲まれた自然環境のもとのキャンパスで、キャリアデザインをメインテ一マに一泊二日の合宿に

よる授業を行い、合宿生活を過ごす中で、大学の垣根を壊して、学生同士の交流を進め、ネットワ一クを形成し、人間関係の構築を目指ことにあり

ます。内向きにならずに他流試合をすることが目的です。やがて社会人の仲間入りをするための準備にもなります。 

授業方法は、①往復の貸切バスの中でのビデオ等による学習、②研修センタ一でのキャリアカウンセラ一や社会人による座学、③研修センタ一 

運動施設でのスポ一ツ競技によるチ一ムプレイ、集団行動等の体験活動、④ナイトセッションは、グル一プごとの自己紹介やゲ一ム、人生の先輩等

を囲んでの意見交換会・ディスカッションによります。座学はキャリアデザインについて行います。自分の将来を見据えて、これからの大学生とし

ての過ごし方や進むべき道など自分のキャリアをどうデザインしていくかを考えるきっかけを提供します。 
 

 



 
 

  
 

 

科目番号 Ａ－７ 科目名 在宅療養支援における多職種連携を考える 

 
大 学 名 長崎大学 

担 当 教 員 

 

① 10/6  オリエンテーション・在宅療養支援概論         中嶋幹郎（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授）、 

                           坂本仁美（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 助教） 

② 10/13  在宅療養支援における地域連携          川崎浩二（長崎大学病院地域医療連携センター 准教授）他

③ 10/20  在宅療養支援における緩和ケア                 中尾勘一郎（ホーム・ホスピス中尾クリニック 院長） 

④ 10/27  がん看護における看護師の役割           中嶋由紀子（長崎大学病院 看護師長） 

⑤ 11/10  がん診療における医師の役割             芦澤和人（長崎大学病院がん診療センター 准教授） 

⑥ 11/17 在宅療養支援における認知症                   赤司千波（長崎県立大学看護栄養学部 教授） 

⑦ 11/24  在宅療養支援における介護支援専門員の役割     大町いづみ（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 講師）

⑧ 12/1   在宅療養支援における医師の役割               出口雅浩（出口外科医院 副院長） 

⑨ 12/8   在宅療養支援における看護師の役割             中尾八重子（長崎県立大学看護栄養学部 准教授） 

⑩ 12/15  在宅療養支援における薬剤師の役割             手嶋無限（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 准教授）

⑪ 1/12   在宅療養支援における歯科医師の役割      角町正勝（角町歯科医院 院長） 

⑫ 1/19   在宅療養支援における歯科衛生士の役割     猪野恵美（長崎県歯科衛生士会 会長） 

⑬ 1/26   在宅療養支援における管理栄養士の役割         武藤慶子（長崎県立大学看護栄養学部 教授） 

⑭ 2/2    在宅療養支援における訪問リハビリの役割    本田憲一 

（長崎リハビリテーション病院 アシスタントマネジャー）

⑮ 2/9    在宅療養支援における行政の役割               （長崎県福祉保健部より担当者選出） 

 

単 位 数  2 単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・後期 

開 講 期 間 平成23年10月6日（木） ～ 平成24年2月9日（木） 

開 講 時 間 18時30分～20時00分（90分）「毎週木曜日」  授業定員 250人 うち単位互換定員 250人 

履 修 年 次 1年次以上 実 習 費 等 なし 選考方法 なし 

試験・評価方法 出席・レポートなどにより総合評価 開 講 場 所 長崎大学全学教育講義棟102番教室 

その他の特記事項  

連 絡 先 長崎薬学・看護学連合コンソーシアム推進センター事務局 TEL：095-819-2460  FAX：095-819-2460 
 

科 目 内 容 
 

本講座は、長崎薬学・看護学連合コンソーシアムが開講する大学間連携による授業科目である。薬剤療法と看護の知力に長け、他職種の職能を理解

して行動できる次世代のチーム医療総合職を育成し、地域の保健医療福祉分野を支える人材育成はもちろんのこと、在宅療養者を介護する家族が在

宅療養支援の実際について理解を深められる構成にしている。講師陣には、長崎大学と長崎県立大学の2大学の教員陣に加え、実際に在宅療養支援

の現場で活躍中の先生方を招聘し、臨場感あふれる講義を展開できるよう計画している。受講者が在宅療養支援に携わるそれぞれの職種の職能を理

解し、超高齢社会における在宅療養を支援していく上で、本講座の受講は有益である。 
 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ－８ 科目名 オランダの言語 

 
大 学 名 長崎大学 

担 当 教 員 

山下 龍 （長崎大学講師）

① 第1課  自己紹介I        （アルファベット・数）                 (2011年10月3日)

② 第2課  相手の事を尋ねる I   （一般疑問文・人称代名詞）                  (10月17日)

③ 第3課  相手の事を尋ねる II   （疑問詞・否定文）                        (10月24日)

④ 第4課  自己紹介 II       （挨拶・月と季節）                      (10月31日)

⑤ 第1課 ～ 第4課の復習                                     (11月7日)

⑥ 第5課  家族の紹介、時計を読む （形容詞・副詞の比較と最上級）                (11月14日)

⑦ 第6課  一日の予定        （名詞の単数・複数形）                    (11月21日)

⑧ 第7課  一週間の予定      （曜日・勧誘表現）                      (11月28日)

⑨ 第8課  約束を交わす      （現在形の作り方）                       (12月5日)

⑩ 第5課 ～ 第8課復習                                      (12月12日)

⑪ 第9課  レストランでの会話     (命令形)                            (12月19日)

⑫ 第10課 相手の事を訪ねるIII   (オランダの州・過去時制の作り方)            (2012年1月16日)

⑬ 第11課 道を尋ねる        （現在・過去完了形の作り方）                    (1月23日)

⑭ 第9課 ～ 第11課復習                                      (1月30日)

⑮ 講義の総括・試験                                         (2月6日)

 

単 位 数  ２ 単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・後期 

開 講 期 間 平成23年10月3日（月）～ 平成24年2月6日（月） 

開 講 時 間 18時30分～20時00分（90分）「毎週月曜日」  授 業 定 員 30人 うち単位互換定員 30人

履 修 年 次 1年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法  

試験・評価方法 講義への積極的な参加状況及び試験 (筆記・口頭) 開 講 場 所 出島交流会館2階 

その他の特記事項 日本語による講義 聴き取りのCD-romを使うため、Windows XP ～ が必要 

連 絡 先 長崎大学国際交流課 TEL 095-819-2121 FAX 095-819-2125 
 

科 目 内 容 
 

初級レベルのオランダ語入門講義。ネイティブのオランダ人による、日本語での指導。この講座のために作成した資料を使用し、聴解・読解・文法を

学ぶ。授業には視聴覚資料も使用し、より分かりやすく、より楽しくオランダ語を学習することでオランダ文化への興味を喚起させる。 

オランダ語はドイツ語と英語と同じ言語グループの言葉であり、ドイツ語や英語を学んだ経験がある人には受講を勧めたい。 
 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ－９ 科目名 オランダの文化 

 
大 学 名 長崎大学 

担 当 教 員 

山下 龍 （長崎大学講師）

① オランダの紹介                                      (2011年10月5日)

②  9世紀までのオランダ  ローマ帝国時代・キリスト教の流布・カール大帝の文化ルネッサンス      (10月12日)

③ 15世紀までのオランダ   オランダ語文学の誕生・貿易国としての発展                 (10月19日)

④ 16世紀までのオランダ  エラスムスとヒューマニズム・ルターとプロテスタント教           (10月26日)

⑤ 16世紀までのオランダ   オランダの独立戦争・ネーデルランデン７州連邦共和国の誕生         (11月2日)

⑥ 16世紀までのオランダ  15・16世紀の芸術家たち（ファン・エイク、ブリューゲルなど）        (11月9日)

⑦ 17世紀のオランダ      オランダ東インド会社の創立・日蘭交流                   (11月16日)

⑧ 17世紀のオランダ       黄金時代の芸術 (レンブラント・フェルメールなど)・世界貿易中心のオランダ (11月30日)

⑨ 17世紀のオランダ    黄金時代の学者たち・黄金時代の英雄たち・奴隷制              (12月7日)

⑩ 18・19世紀のオランダ  ナポレオンの時代・ネーデルラント王国の誕生                (12月14日)

⑪ 19・20世紀のオランダ  ゴッホの芸術・女性権利運動・第一次世界大戦・２０世紀の芸術(モンドリアンなど) 

       (12月21日)

⑫ 20世紀のオランダ      第二次世界大戦・インドネシアの独立                 (2012年1月11日)

⑬ オランダの宗教・祭り・伝統                                    (1月18日)

⑭ オランダの教育・政治・世界の中のオランダ                             (1月25日)

⑮ 講義の総括                                             (2月1日)

  

単 位 数   ２単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・後期 

開 講 期 間 平成23年10月5日（水） ～ 平成24年2月1日（水） 

開 講 時 間 18時30分～20時00分（90分）「毎週水曜日」  授 業 定 員 30人 うち単位互換定員 30人

履 修 年 次 1年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法  

試験・評価方法 講義への積極的な参加状況及び日本語での最終論文 開 講 場 所 出島交流会館2階 

その他の特記事項 日本語による講義   

連 絡 先 長崎大学国際交流課 TEL 095－819－2121 FAX 095-819-2125 
 

科 目 内 容 
 

ネイティブのオランダ人による、日本語での講義。オランダの歴史と文化についての基本的な知識を修得、北ヨーロッパの歴史と文化または、日蘭 

交流について学ぶ。視聴覚資料（Powerpoint）を利用して、より分かりやすく、長崎と関係の深いオランダを紹介し、オランダ文化への興味を喚起 

させる。 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―１０ 科目名 ２１世紀科学・技術・文化の最前線 

 
大 学 名  

担 当 教 員 

 

① 「飛び魚を目指した挑戦者たち」    野瀬 幹夫 （工学部船舶工学科 教授） 

② 「ソーラーボートの話」        林田 滋  （工学部船舶工学科 教授） 

③ 「エコカーの世界」          平子 廉  （工学部機械工学科 教授） 

④ 「航空機について」          渡邊 栄一 （工学部機械工学科 教授） 

⑤ 「マイクロエレクトロニクスの世界」  奥野 公夫 （工学部電気電子工学科 教授） 

⑥ 「医療の安全と臨床工学技士の役割」  川添 薫  （工学部電気電子工学科 准教授） 

⑦ 「町家を活かした都心再生」      村田 明久 （環境・建築学部建築学科 教授） 

⑧ 「現代の課題に応答し地域を活かす建築空間とデザイン」 

                     伴丈 正志 （環境・建築学部建築学科 教授） 

⑨ 「歴史的町並み保存と活用～日本と欧米の比較」 

                     ﾌﾞﾗｲｱﾝ･F･ﾊﾞｰｸｶﾞﾌﾆ （環境・建築学部人間環境学科 教授） 

⑩ 「風水説に見る東洋的な環境配慮」   李  桓  （環境・建築学部人間環境学科 准教授） 

⑪ 「デジタルコンテンツの進化」     池末 純一 （情報学部知能情報学科 教授） 

⑫ 「組込み技術とは」          田中 義人 （情報学部知能情報学科 教授） 

⑬ 「ＣＧで作る仮想世界」        渡瀬 一紀 （情報学部経営情報学科 教授） 

⑭ 「マーケティング」          谷本 和明 （情報学部経営情報学科 教授） 

⑮ 「異文化理解」            百田 みち子（共通教育センター  准教授） 

単 位 数   ２単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・後期 

開 講 期 間 平成 ２３年 ９月２９日（木） ～ 平成 ２４年 ２月 ２日（木） 

開 講 時 間 １８時００分～１９時３０分（９０分）「毎週木曜日」 授 業 定 員 ９０人 うち単位互換定員 人 

履 修 年 次 １年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法  

試験・評価方法 出席・レポートなどにより総合評価 開 講 場 所 出島交流会館２階 

その他の特記事項 12月15日（木）の講義は、12月13日（火）長崎総合科学大学にて実施 

連 絡 先 長崎総合科学大学教務課 ＴＥＬ０９５－８３８－５３０８ ＦＡＸ０９５－８３９－０５８４ 
 

科 目 内 容 
 

長崎は周知のように近代日本の科学・技術・文化の発祥地であった。その長崎の町に育まれてきた長崎総合科学大学は造船技術から出発し、常に時

代と社会の要請に応えるべく改新に努めてきた。21世紀を迎えた現在、科学・技術・文化の進展変化は著しく、その全容を把握することは容易で

はない。 

この科目は、その最先端の現状をさまざまな角度から解説し、今後を展望しようとするものである。本学が擁する工学部，情報学部，環境・建築学

部の３学部からピックアップメンバーによるオムニバス形式で自身の研究成果に基づく最前線情報を提供する。 
 

 



 
 
 
 

 
科 目 番 号 Ａ̶１１ 科 目 名 活水女子大学教員が語る「長崎の魅力」 

 

大 学 名 活水女子大学 

担 当 教 員 

 

① 歴史より見た長崎①                      10/7  細井 浩志(人間関係学科) 

② 歴史より見た長崎②                      10/14      〃 

③ 幕末の出島商館医① 種痘の父 モーニッケ           10/21  相川 忠臣(食生活健康学科) 

④  幕末の出島商館医② 近代科学技術を伝習した ファン・デン・ブルック 

                      10/28   〃 

⑤ 長崎と外国語教育Ⅰ                       11/4  狩野暁洋（英語学科） 

⑥ 長崎と外国語教育Ⅱ                                 11/11   〃 

⑦⑧ 東山手 活水発“グリーンツーリズム”             11/12(土) 吉田 大介（生活√fiªfi≤ｲ›学科） 

※ 土曜日に2回分を課外授業で実施予定 予備日は11/19（土） 

⑨ 島に住む人の命を支える医療システム-家族のためのファミリーハウスー                

                                11/18 竹末 加奈（看護学科） 

⑩ 天正の遣欧使節が聞いた音楽                 11/25  鹿島 恵子(演奏学科) 

⑪ 蝶々夫人について12/2  永吉 美恵子(音楽学科) 
⑫ 海域都市としての長崎と中国①                12/9 荒木 龍太郎(現代日本文化学科) 
⑬ 海域都市としての長崎と中国②                12/16   〃 
⑭ ドリームランドとしての長崎①                 1/20  上出 恵子(子ども学科) 

⑮ ドリームランドとしての長崎②                  1/27   〃 

 

単 位 数   2単位 教養・専門の別 教養 開講形態 コーディネート科目・後期 

開 講 期 間 平成23年10月7日（金） ~ 平成24年1月27日（金） 

開 講 時 間 18時00分~19時30分（90分）「毎週金曜日」  授 業 定 員 90人 うち単位互換定員 90人 

履 修 年 次 1年次以上 実習費等 なし 選考方法 書類選考 

試験・評価方法 出席・レポートによる総合評価 開講場所 出島交流会館2F 

その他の特記事項 男子学生も可 

連 絡 先 活水女子大学教務課 TEL 095-820-6016  FAX 095-820-6063 
 

科 目 内 容 
 

 長崎はみなさんご存じのとおり、歴史・文化その他多くの面において、日本の他の地にはない魅力にあふれています。 

オランダ坂のそばにあるキャンパスで教壇に立っていると、ふとした窓外の風景の中にそれらをたびたび思い起こさずにいられません。 

今回の講義では、わたしたち活水女子大学の教員が、それぞれの専門分野の視点からこの町の魅力について説きあかし、みなさんに豊かな教養を 

身に付けていただきます。 

 
 

 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―１２ 科目名 「世界の文化」 

 
大 学 名 長崎外国語大学 

担 当 教 員 

 

①世界の文化 9月27日 石川昭仁 （学長・現代英語学科 教授） 

②東南アジアの文化 10月4日 小鳥居伸介 （国際コミュニケーション学科 教授） 

③英語圏の文化（１） 10月11日 チョウドリ マハブブル （現代英語学科 教授） 

④英語圏の文化（２） 10月18日 FRITZ, Robinson （現代英語学科 講師） 

⑤フランス語圏の文化（１） 10月25日 戸口民也 （国際コミュニケーション学科 教授） 

⑥フランス語圏の文化（２） 11月1日 冨田高嗣 （国際コミュニケーション学科 准教授）

⑦ドイツ語圏の文化（１） 11月8日 MARRA, Claudia （国際コミュニケーション学科 教授） 

⑧ドイツ語圏の文化（２） 11月15日   MARRA, Claudia （国際コミュニケーション学科 教授） 

⑨スペイン語圏の文化 11月22日 田村美代子 （国際コミュニケーション学科 教授） 

⑩中国語圏の文化（１）    11月29日 土居智典 （国際コミュニケーション学科 准教授）

⑪中国語圏の文化（２）    12月6日 三枝裕美  （国際コミュニケーション学科 教授） 

⑫韓国語圏の文化（１）    12月13日 松岡雄太 （国際コミュニケーション学科 講師） 

⑬韓国語圏の文化（２）    12月20日  松岡雄太 （国際コミュニケーション学科 講師） 

⑭日本語圏の文化（１）    1月10日   酒井順一郎 （国際コミュニケーション学科 教授） 

⑮日本語圏の文化（２）    1月17日 酒井順一郎 （国際コミュニケーション学科 教授） 

 

 

単 位 数 ２単位 教養・専門の別 教 養 開講形態 コーディネート科目・後期 

開 講 期 間 平成２３年９月２６日（月）～平成２４年２月１０日（金） 

開 講 時 間 １８時００分～１９時３０分（９０分）「毎週火曜日」 授 業 定 員 ９０人 うち単位互換定員 ９０人 

履 修 年 次 1年次以上 実 習 費 等  選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 出席・毎回のレポートなどにより総合評価 開 講 場 所 出島交流会館２階 

その他の特記事項  

連 絡 先 長崎外国語大学 学生支援室教務係 TEL０９５－８４０－２００２ FAX ０９５－８４０－２００１ 
 

科 目 内 容 
 

長崎外国語大学で学ぶことができる言語・国・地域の文化の特徴について、長崎とのかかわりを踏まえながら概説する。 

この科目を履修することで、長崎屋日本との関係を視野に入れながら、世界の文化についての幅広い知識・理解と洞察を得ることができる。 

 

 

 
 



 
 
 
 
 

科目番号 Ａ―１５ 科目名 地域での暮らしを支える社会福祉 

 
大 学 名 長崎国際大学 

担 当 教 員 

 

① 社会福祉基礎構造改革と地域福祉の推進             山本 主税（人間社会学部社会福祉学科 教授） 

② 地域福祉の推進方法 ～小地域ネットワークづくりについて～    韓  榮芝（人間社会学部社会福祉学科 講師） 

③ 地域でいかすソーシャルワーク                 原田奈津子（人間社会学部社会福祉学科 准教授）

④ 暮らしに役立つ心理学                                        黒山 竜太（人間社会学部社会福祉学科 講師） 

⑤ 高齢者が在宅生活を続けるために                柳詰 慎一（人間社会学部社会福祉学科 助教） 

⑥ 介護と介護保険                        山﨑 久子（人間社会学部社会福祉学科 教授） 

⑦ 生活習慣病のやさしいはなし                  柴田 哲雄（人間社会学部社会福祉学科 教授） 

⑧ フォーマル・インフォーマルサービスで支える要介護者と介護者の暮らし 

浦  秀美（人間社会学部社会福祉学科 助教） 

⑨ 身近で使える成年後見のしくみ ～もし家族が認知症になったとき・・～ 

坂本 雅俊（人間社会学部社会福祉学科 教授） 

⑩ 地域生活における医療費問題と福祉的支援 ～心と経済面からの支援～  

友池 敏雄（人間社会学部社会福祉学科 准教授）

⑪ 地域（福祉）からの排除 ～ある野宿者の生を追って～      益田  仁（人間社会学部社会福祉学科 助教） 

⑫ 障害を持つ人の地域で生活する権利とその取り組み        高島 恭子（人間社会学部社会福祉学科 准教授）

⑬ これからの子育て支援と子どもの発達支援            古賀  義（人間社会学部社会福祉学科 教授） 

⑭ 地域の子どもの暮らしと育ちを見守り支えるしくみ        豊島  律（人間社会学部社会福祉学科 教授） 

⑮ 行政と住民の協働による新しい福祉の探究            山本 主税（人間社会学部社会福祉学科 教授） 

 

単 位 数 ２単位 教養・専門の別 教 養 開講形態 コーディネート科目・後期 

開 講 期 間 平成23年9月30日（金） ～ 平成24年1月27日（金） 

開 講 時 間 19時00分～20時30分（90分）「毎週金曜日」  授 業 定 員 ６０人 うち単位互換定員 ６０人 

履 修 年 次 １年次以上 実 習 費 等 なし 選 考 方 法 書類選考 

試験・評価方法 レポート及び出席状況による。 開 講 場 所 アルカスＳＡＳＥＢＯ３階会議室 

その他の特記事項  

連 絡 先 長崎国際大学 教務課 ＴＥＬ ０９５６－３９－２０２０  ＦＡＸ ０９５６－３９－３１１１ 
 

科 目 内 容 
 

 少子高齢化の進展などによって、社会福祉サービスの利用は、かつてのように限られた人たちだけでなく、国民の誰もが利用するのが当たり前の

時代になりました。そうした時代の要請にこたえる制度づくりのための社会福祉改革論議を経て、「地域での暮らしを支える社会福祉」の推進を図

ることが社会福祉の目的として明確に規定されました。そこで、本科目では、今日の「地域での暮らしを支える」社会福祉のあり方、その実践のた

めの方法・技術、そして現場のリアルな実情を踏まえての具体的実践のすがたについて、長崎国際大学人間社会学部社会福祉学科の教員がそれぞれ

の専門領域から語りかけます。 
 

 


